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―木這子（きぼこ）とは東北地方の方言で，こけしのこと。小芥子這子（こけしぼうこ）―
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ハイデルベルク大学図書館と15世紀の手写本
�� ������������ ������ ������� � ��� ������� ����������� �������� 

情報シナジーセンター学術情報研究部　小 川 知 幸　　　

はじめに

　８月も終わろうとする，とある晩夏の朝に，

私はドイツ�ハイデルベルク中央駅に降り立っ

た。およそ１カ月かけてゲッティンゲン，シュ

トゥットガルト，フライブルクの大学図書館を

訪問した後，最後の仕上げとなる!週間をこの

町で過ごすためであった。といっても休暇では

ない。私の求める資料のうちもっとも重要なコ

レクションがこの町に，ドイツ最古の大学に所

蔵されているからである。人口!"万あまりの

大学町。中央駅といっても名ばかりの郊外の小

さな駅。その背の低い正面口から表に出ると，

自転車が所狭しと無造作に並べられている。ま

だ朝の!#時だというのに，濃紺の空からは灼

けるような日差しが降り注いで肌を焦がそうと

する。日本の夏と違い，カラカラに乾いた大気

が流れ落ちる汗をその先から奪い取ってゆく。

まるで火に焼かれるように，目を開けることさ
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え苦痛になる。

　アメリカ合衆国がハリケーン�カトリーナで

大きな被害を受ける直前，ドイツでも異様な気

象現象が続いていた。バイエルン州をはじめと

する南東部やスイス，オーストリアでは何日も

巨大な低気圧が停滞して大雨を降らせた。土砂

崩れが相次ぎ，死者も出た。友人はこれを「ま

さしく黙示録のような天気だ」と形容した。凍

えるような夏だったのである。それが突然，本

来の夏を取り戻し，鬱積した分だけ強力な火塊

を投げつけてきた。

パラティナ文庫
　ともあれ，炎天下の通りを私は歩き出す。図

書館にたどり着くまでおよそ��分，その間に

私の目的を話しておこう。

　����年に創設されたハイデルベルク大学で

は中世歌謡写本，いわゆるマネッセ写本（�	


�� �������）がよく知られているが，この

写本の母体をなすのが，��世紀に選帝侯オッ

トハインリヒによって宮中伯の個人蔵書とあわ

せて寄贈された「パラティナ文庫（�����	���


�� ��������）」である。この文庫は不幸にして，

三十年戦争においてハイデルベルクが攻略され

たとき，勝者バイエルン太公マキシミリアン一

世により持ち去られた。ここに収められていた

神学文献が狙われたのである。教皇グレゴリウ

ス十五世に献上するためであった。この間の出

来事については以下の詳細があきらかになって

いる。ファルツとハイデルベルクを攻略したリ

ガの軍司令ティリーが，����年��月にヴァテ

ィカン図書館の書記官レオーネ�アラッキを招

き入れた。早くも翌月には運搬の準備を完了し，

アラッキは，「俺は図書館を３つも持ち帰るの

だ」と自慢している。パラティナ文庫（当時は

聖霊教会に収められていた），ハイデルベルク

城の蔵書，大学の蔵書である。およそ�����冊

の手写本と������冊の刊本が���箱の木箱に詰

め込まれ，��台の馬車に積載されて冬のさな

かにアルプスを越えていった。箱が重いと言っ

て本の装丁は剥ぎ取られ，旅中の薪にされた

（木箱さえ聖霊教会の机や椅子を壊したものだ

った）。おまけに���箱のうち��箱はアラッキ

が自分への報酬としてヴァティカンには渡さな

かったのである。

　現在のパラティナ文庫はウィーン会議の取り

きめにしたがって����年にドイツに返還され

た一部分であり，ドイツ語で書かれた文献のみ

が対象になっている。わずか���冊。その他ラ

テン語，ギリシア語の文献は今もヴァティカン

図書館に保管されている。

��世紀の手写本―ラウバー工房の手写本
　近道を狙ってハウプトシュトラーセ（中央通

り）の裏手のプレック通りを歩く。カフェや高

級商店街で賑わう目抜き通りと違い，カレーや

ケバブなどアジア系レストランの目立つ狭い路

地であり，クルマが通れば歩行者は壁にへばり

つかねばならないほどの小路である。途中ヘー

ゲルが一年半ほど暮らした住まいに銘板が貼ら

れていたが，お定まりのスプレーの落書きで汚

されていた。しかし特段嫌な気もしない。これ

らすべての空気を吸うことが，誰かの生きた時

間を教えてくれるような気がするからである。

１．プレック通り
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　さて，私の今回の目的はパラティナ文庫のド

イツ語写本のなかにある特定の写本群であっ

た。それは写本全盛期の��世紀ではなく，活

版印刷術が発明され，普及し始めた��世紀半

ばから世俗の筆写工房で制作されたものであ

る。なかでも，エルザスにあったディーボルト

�ラウバー（����	
� �����）の工房で制作

された写本はとりわけ数が多く（��点が現存），

その生産の活発さを証明している。ラウバー写

本は見た目の特異性にも驚かされる。というの

は，挿画がまるで「殴り描き」なのである。人

物を描くにしても，輪郭にざっと当たりをつけ，

緑や茶や赤などの少ない色で大雑把に彩色され

る。当時の販売目録も残されており，一般的な

受注生産ではなく，平積みの店頭売りであった

ことがわかっている。

　なぜこのような写本が制作されたのか。誰が

欲して，どこでどのように読まれたのか。興味

は尽きない。私は以前ある法学者の蔵書目録を

作成し，その構成から研究の性向を探ろうとし

たことがあるが，定量的な分析にはどうしても

限界があった。本を所有していたことはわかる

が，どう読まれたのかはわからない。そもそも

実際に読まれたかさえわからないのだ。本が読

者を前提とした一つのパッケージであり，個性

的な物的実体だとすれば，それはいかに作られ

たのかという「作者性」にどうしても立ち戻ら

ざるをえないだろう。はやりの言葉で言えば，

テクストに物質性を付与すること，読者に身体

性を回復することと言えばよいだろうか。「ど

う作られたか」は，すなわち「どう読まれたか」

ということであり，さまざまな手や心の動きは

形の中にとどめられているものなのである。

　ともあれ，文字通り欧米各地に散在するラウ

バー手写本を，少なくともまとまったかたちで

保管しているのがハイデルベルク大学のパラテ

ィナ文庫であり，その大学図書館の手写本�古

刊本部門（��� �����
��� ������������ ���

�
�� �� �����）であった。日本を発つ前に，写

本の閲覧を渋る部門主任をなんとか説き伏せて

許可を取りつけていた。膨大な量のドイツ語を

書かかされた大変な作業だったが，後はすんな

り，でないにしても，けっしてむずかしくはな

いと思っていた。

手写本�古刊本部門
　図書館に到着した。大学広場の一角を占める

赤茶色の壁。ファサードはルネサンスの様式に

バロックやロココ，ユーゲントシュティルの様

式が混在し，そこにパラス�アテネの頭像と

バーデンの紋章を冠した一風変わった意匠であ

る。伝統的だが新しさも感じられる。後ろを振

り返るとケーニヒシュトゥールの山嶺には��

世紀に廃城となったハイデルベルク城の石壁が

紺青の空に映えている。私は図書館正面玄関の

扉を開けて，エントランスに設置された大理石

の対の階段を登り，２階の開架閲覧室に向かっ

た。

　受付で係員に紹介状を見せると，案内係の学

生が手写本�古刊本部門の部屋まで道案内をし

てくれるという。後について歩くと，建物内部

は非常に込み入っており，右や左に何度も曲が

る。時折窓外に見える中庭がかろうじて自分の

位置を教えてくれるが，そうでなければすぐに

迷ってしまいそうである。階には段差があり，

いつのまにか２階よりも高いところに来てい

る。ここは４階か，５階か？ 中庭の光景は，

この図書館が外から眺めるよりもはるかに巨大

な建物であることを示していた。おそらく地下

階の窓が見えるのだろう。どこかで水の音が聞

こえるが，噴水か何かが近くにあるのかもしれ

ない。

２．大学図書館の中庭をのぞむ
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　ブザーを鳴らし，解錠を待つ。カウンターで

銀髯の老紳士に素性を告げると，担当者を呼ぶ

という。ここは手写本�古刊本の特別閲覧室

（�������	
���������）であり，司書室のガ

ラス戸の向こうにはおよそ��脚ほどの椅子と

長机が並んでいるのが見える。細長い部屋の片

側一面には薄手の白いカーテンがかかってお

り，時折風を孕んで揺れている。もう片側には

目録類を収めた書架が並んでいる。いわゆるハ

ンド�ビブリオテークである。年配の女性が一

人，閲覧中の資料に目を落としている。

　しばらくして長身短髪の若い男性が現れた。

年齢は私よりも若干若いだろうか。名を名乗っ

て握手をした。マティアス�ミラー氏，感謝を

込めてここに名を記しておきたい。ミラー氏は

事前に交渉した部門主任ではなく，私の到着直

前に休暇を取った主任に代わり，私に対応する

ことになった同部門の若き司書（カタロガー）

だった。そして彼と私のあいだで，閲覧の可否

についての議論が再燃したのだった。

閲覧交渉
「なぜ手写本を閲覧したいのか，説明してくれ

ませんか？」

　ミラー氏が訊ねる。私は，これまでの研究が

テクスト�クリティークという内容的な側面

と，形態書誌学に象徴されるような資料の物質

的な異同の比較という主に２つの側面から別個

に進められてきたこと，文献がどのように読ま

れたかという問題は，テクストや挿画がいかに

構成され，それがどのような紙にどのように書

き（描き）込まれ，組み立てられているかとい

う分析なしには読み取れないはずで，そのため

にはどうしても実際の手写本を閲覧する必要が

あるということをかいつまんで説明した。

　ミラー氏は怪訝な顔をする。

「でも，手写本の多くはデジタル化してインター

ネットで公開しているんですよ。知ってますよ

ね？」

　もちろん知っているが，それではわからない

のだ。高精細だというデジタル画像も，私の目

からはさほど精細には思われない。少なくとも

紙質が判別できるまでにはいたっておらず，そ

の点では私の携行した安物のデジタルカメラの

ほうがいくらか優れている。手写本各頁の画像

に施された書誌記述もなるほど素晴らしいもの

ではあるが，そもそも書誌記述とは目的の資料

にたどり着くための道案内のようなもので，実

際の資料に取って代わるものではない。

「資料がどのように読まれたかは，制作にいた

る過程と利用された痕跡を一体的に捉えねばな

らないんです。デジタル画像では不十分なんで

す」

「いったい何を得たいんですか？研究の目的

は？」

「私の研究は新しい視角のもので，最終的に何

が具体的にあきらかになるかはっきり申し上げ

ることはむずかしいのですが，活版印刷が普及

して手写本が駆逐されてゆく��世紀にどうし

てこのような手写本が制作されたのか・・・・・

おそらくは流通形態や読書行為の変容といった

側面にも光を当てることができるはずです」

「でもそんなことはもう解明されて，文献に載

っているでしょう？」

　頭を抱えたくなってきた。解明されているな

ら教えてほしい。私だってヨーロッパの研究動

向にそれほど暗いわけではない。

「日本に帰ってインターネットを見てください。

あとあなたにできることは観光くらいですね」

　さすがに舌がもつれてきた。いったんは許可

が出た閲覧の交渉に，担当者が代わるだけでこ

うも手間取るとは！ドイツに短期間でも滞在し

たことがあれば，こうした経験は一度ならずあ

るものだが，ミラー氏はどうしても手写本を閲

覧から「守り」たいらしい。

「それに，あなたの閲覧したいという資料はけ

っして状態がよいわけではないんです」

　ごり押しするつもりはない。ハイデルベルク

大学がデジタル化に熱心なのは，保存状態が良

好でないことにもかかわりがあるのだろう。ミ

ラー氏はまだ怪訝な顔をしている。言葉の真意

を測りかねているようにも見える。私の言葉が

足りないのだろうか。

　とりあえず埒があかないので，私は体勢を立

て直して出直すことにした。
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サウルマ教授

　翌朝，私はハイデルベルク大学のヨーロッパ

美術史研究所（���� � ��� � 	�
 ��
� 	� �����

���������������）に向かっていた。ラウバー

写本の権威であり，ヨーロッパ史�文化学セン

ター（����
�� � 	�
 ��
� 	������ �����������

��� �����
��������������）のセンター長でも

あるサウルマ教授に会うためである。日本にい

るときメールでやりとりをしており，自分の収

集した写真やマイクロフィルムを見せてあげて

もよい，と温かい言葉をかけてもらっていた。

研究所は図書館から歩いて５分ほどの路地裏に

ある比較的新しい建物であった。ネッカー川の

向こう側にある自然科学�医薬系のキャンパス

を除いて，旧市街にはまとまったキャンパスが

ないため，大学の学部や研究室は町中に散在し

ている。

３．ヨーロッパ美術史研究所

　３階の教授室手前にある秘書室をノックして

声をかけると，秘書の女性が微笑みかけてきた。

「あなたがオガワさんね」。ステージ上のファ

ッションモデルのようなカラフルなドレスを身

に纏い，面食らっている私をよそに，教授から

コレクションを見せるよう言いつかってるわ，

と部屋に案内した。足らないものがあったら遠

慮なく言ってね，お水は要るかしら，とグラス

とミネラルウォーターのボトルを置いてそそく

さと持ち場に帰っていった。

「教授は忙しい人なので，�
���������しか

ここに来れないのよ」

　何気ないことであるが，シュプレヒ�シュト

ゥンデという言い方が気に入った。面会時間と

か診察時間という意味である。そうか，診察し

てもらうのか。そういえばここに来るまでの廊

下には学生が数人，備え付けの椅子に座って自

分の資料の分厚い束を繰っていた。一人当たり
��分から��分ということなので，その雰囲気

はまさに診察を待っているようであった。

　教授の部屋は綺麗に片付けられており，最新

式のコンピュータのわきには趣味のよい香水の

小瓶が並んでいる。部屋はひんやりとして涼し

い。窓を開けると熱い空気が入るというので，

秘書が閉めていったが，この心地よい部屋を根

城に，このあと私は彼女の膨大なコレクション

を閲覧するという幸福な数日を享受することが

できた。

　正午になってメンザ（学生食堂）に行こうと

研究所の玄関を出たとき，クルマから降りて振

り返った女性と目があった。「あなた，オガワ

さん？」「そうです，あなたは」サウルマ教授

であった。こんなに突然に会えるとは予想して

おらず，思わずしどろもどろになったが，９月

１日のシュプレヒ�シュトゥンデに��分ほど

時間が取れるのでそのときお話ししましょう，

ということであった。それまで部屋は自由に使

ってよいと。

　この寛大さと分け隔てのなさもまたドイツら

しい不思議である。

地下書庫
　午後，大学図書館２階の指定の端末を使って

いると，小柄な品の良さそうな女性をともなっ

てミラー氏が現れた。日本学研究室の司書をし

ているコダマさんだと紹介された。どうやら私

には通訳が必要だと考えたらしい。相当久しぶ

りに使う自分の日本語がかなりぎこちないこと

に戸惑いながらも，昨日説明した閲覧理由を再

度説明した。

　児玉さんは丁寧に通訳してくださった。ミ

ラー氏もその説明が昨日と同じであることがわ

かったようであった。そこでつぎの提案がなさ

れた。
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「残念なことにここ数日は見ての通りの猛暑だ

から資料を閲覧室に出すわけにはいかない。そ

の代わり�冊だけ地下書庫で見せるというのは

どうだろうか？」

「それでは困るんです。私の閲覧したい資料は

数点あって」

「ええ，喜んで。それでお願いします」

　一瞬驚いたが，つぎの瞬間，児玉さんが突破

口を開いてくれたことに気づいた。

「じゃあ，ヤッケを着てきなよ！ 地下書庫は

寒いからね」

　ミラー氏は，満足げに走り去っていった。

※

　翌日の午後，ミラー氏，私，児玉さん，それ

にミラー氏の同僚の女性ツィマーマン氏が地下

書庫の前室に集合した。銀行の金庫のような鋼

鉄製の扉には，暗証番号を打ち込むための端末

がある。そこに閲覧室の銀髯の男性（ヘメルレ

氏）が鍵を携えて現れた。全員が緊張の面持ち。

扉が開かれ，細長い白い石壁の部屋に鍵付きロ

ッカーや書架がぎっしりと詰め込まれた書庫に

一人ずつ歩みを進める。通路は非常に狭い。室

温はつねに��℃になるよう設定されており，

湿度も低いのであろう。ひんやりするというよ

り，むしろ乾いているように感じる。壁の荒々

しい石肌には薄く白い漆喰が塗られていて，古

城のケラー（地下貯蔵庫）の趣がある。

４．地下書庫の石壁

「ラウバー写本のなかでも重要な『ドイツ語聖

書（�����	
� ����）』を見たいのですが」

　ミラー氏がおもむろにロッカーの鍵を開けて

小さなブリキ缶を取り出し，いたずらっぽく差

し出す。マイクロフィルムの缶のようにみえる。

「さあ，これだよ」

　蓋を開けると，ジグソーパズルのピースより

ずっと小さな破片がどっさり盛られており，そ

のそれぞれに黒い文字らしきものが書き込まれ

ている。

「？！」

「聖書はこれだよ。インクに含まれた酸のせい

で紙が浸食されてこうなった」

　なるほど閲覧できないわけだ。しかしこれほ

ど破壊されているならなぜそう言ってくれなか

ったのだろう。「粉々になっている」と。

手写本の閲覧
　ラウバー手写本の「聖書」は自壊が進んだ資

料のなかでももっとも状態の悪いものだという

ことだったが，そういうわけで私は，他の数点

の資料も目にすることができた。「パルチヴァ

ル」，「アエネイス」，「レゲンダ�アウレア」な

どである。児玉さんが通訳を買って出てくれた

こともあり，作業はすこぶる順調に進んだ。

　写本は挿画も含めて黒と緑のインクで塗られ

た部分が腐食している。中世における黒インク

は通常，没食子酸鉄インク（����������������）

を用いており，組成としてはたんなる硫化第二

鉄とタンニン酸の水溶液である。これは時間が

経てば経つほど紙に食い込み黒みを帯びる。だ

からグーテンベルクの四十二行聖書などはまる

で「刷りたて」のように今でも黒々としている

のだが，ラウバーは粗悪品を用いたのだろうか，

それとも結合剤などの添加物が化学変化を引き

起こしたのだろうか。すべての頁ではないが，

紙のインクの載った部分だけがところどころ穴

が空くというより，すっぽりと脱落するように

砕け落ちている。

一方，緑のインクはおそらく緑青であろう。

古くなった十円玉に出てくる錆びの成分であ

る。銅成分が紙のセルロースを分解することは

よく知られている。時折，不用意な修復を施さ
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れた頁に出会ったが，現在はバーデン＝ヴュル

テンベルク州（ハイデルベルク，シュトゥット

ガルト，フライブルクなどが含まれる）の大学

図書館では，すべて一つの修復センターに依頼

しているということであった。

　保存状態についてはここまでにしよう。装丁

は多少黄ばんではいるが乳白色のパーチメン

ト，つまり安価な装丁で統一されている。本来

の装丁は上述のように運搬時に廃棄されてしま

ったので，これはローマで再装丁されたもので

ある。見返し紙には，たとえば「����」のよ

うに黒インクで小さな数字が書き込まれてお

り，ミラー氏が木箱の番号だと教えてくれた。

装丁や紙の上に汚れが少ないのは，けっきょく

ローマはドイツ語の文献にさほど興味を持たな

かったから，ということであった。

５．紙の腐食

　しばらく頁を繰っていると，紙の真ん中あた

りに水平の折り目がついていることに気づい

た。本のサイズは基本的にフォリオ（二つ折り）

であるが，ノドの部分が不自然に締まっている。

「それもラウバー手写本の特徴だよ」とミラー

氏。通常，フォリオは全紙を中央で折って折丁

を作るのだが，しばしばラウバーは全紙のサイ

ズがフォリオの半分しかないにもかかわらず，

これを１葉として，折らずにノドの部分で接着

して丁を作った。なぜか。ツィマーマン氏によ

れば，「サイズが大きい方が読者にアピールす

る」からだという。読者が「買い手」を意味す

るか否かはさしあたり措くとして，紙の価格や

装丁の手間などのコストの問題，そして折り目

のある見苦しい頁，物理的に耐久性の乏しい不

自然な装丁法を考慮しても，非常に興味深い特

徴である。それでも「読者」はこれに「満足」

したのだとすれば，手写本は高価なものという

イメージにラウバーは果敢に挑戦して，行き着

くところまでいったのかもしれない。※註

　ところで，私は，挿画のある頁の端にタブ，

一種の「つまみ」が接着されていることに気づ

いた。紙のもあるし，皮のもあるが，手指の脂

で黒ずんでおり，頻繁に利用されたことが推測

された。これは「読まれた」証拠ではないのか。

ミラー氏のコメントはとくになかったが，デジ

タル画像ではおそらくわからなかったであろ

う。これ以外にも，頁に塗られた赤インク（顔

料）の色や盛り上がり方の違いは一目瞭然であ

り，１頁あたり少なくとも３人の手が入ってい

ることが推測された。実際に閲覧することの大

切さが改めて実感できたというわけである。

　冷気で震えが来るようになり，また５人も長

く書庫にいることで保存環境の悪化が予想され

た。通常，このような書庫に入庫が許されるの

は１人までだ。私も気になる頁の撮影をあらか

た済ませたので，このあたりで作業を切り上げ

ることにした。

※註　��世紀の活版印刷本，いわゆるインキュナブ

ラは，およそ４万冊が刊行されたといわれている。

そのうち約３万冊が現存する。しかし活版印刷本と

真の意味で競合したのは手写本よりも廉価な彩色木

版本であった。ただし写本は単純に衰退したわけで

はなく，��世紀末から��世紀にかけては『ベリー公

のいとも豪華なる時祷書』に代表されるような豪華

写本が全盛となる。

シュプレヒ�シュトゥンデ
　９月１日，サウルマ教授とのアポイントメン

ト。午前中に汗だくになったので身嗜みを整え

ようと滞在中のホテルに戻り，シャワーを浴び

たのだが，歩いているうちにまた汗だくになっ

てしまった。ハンカチが絞れるほどである。照

れくささもあって挨拶もそこそこに，単刀直入
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ラウバー手写本の大きな特徴である挿画につい

て質問をぶつけてみた。

「多くの写本と違って，ラウバー手写本の挿画

はあまりにも素っ気なく，ある種乱暴であり，

手描きというより廉価な木版画に近い気がしま

す。「つまみ」も挿画の部分に取りつけられて

おり，ラウバー写本とは一種の図説のようなも

のではなかったのでしょうか」

　彼女は一瞬思案してこう答えた。

「それは��でもあり，����でもあります」

「挿画はテクストを構造化するために設けられ

たのだと考えています。「栞」（私の言う「つま

み」）も挿画ではなく，章立ての始まりに取り

つけられているのですよ。」

６．「つまみ」

　サウルマ教授が言うには，テクストは写本が

制作された�		年以上も前の物語であり，それ

だけでは，そこに現れる情景や行為がどのよう

なものであったか，当時の人々にもすでに理解

できなくなっていた。とくに宮廷文化の中で女

性が着ていた衣装などは到底知りえない。そこ

で挿画はテクストと読者の橋渡し，いわば翻訳

を行うためのものとして置かれていたのであっ

た。

「写本の紙面は，ほとんど汚れのないキレイな

状態でした」

「そうです。朗読者と聴衆がいたのです」

　私の中で浮遊する想像の断片が急速に一つに

なった。ラテン語で「読む」を意味する動詞


�����には，「耳を澄ます」という意味もある。

すなわち読書とは「朗読すること」であり，

「聴き耳をたてること」であった。これが別個

にではなく，まさに同時に行われていたのであ

る。読書共同体とでも言えばよいだろうか。朗

読者はいわば演じ手でもあったのだろう。彼

（女）は挿画を見ながら，身振り手振りを交え

て朗読する。読書とは，われわれが今日考える

ような黙読や個人の愉しみではなく，演奏会や

芝居のような「再演」であり，想像を共有する

場であったのである。ラウバー写本のラフな挿

画は，その意味で，いわば譜面や台本の役割を

はたしていたといえるのではないだろうか。

　写本の制作現場に戻ろう。写本は基本的にテ

クストの書き手と挿画の素描手と挿画手の３人

のチームによって制作された。人材を雇用し，

このチームを複数にすることで生産効率が高め

られた。ところで，ラウバー工房では書き手の

名前は知られているが，素描手と挿画手につい

てはほとんど知られていない。おそらくこれら

は臨時雇いのようなかたちであったのだろう。

工房では素描手と挿画手には熟練を必要とせ

ず，彼らは備え付けの「見本帖」を見ながら，

まさに走り抜けるようなスピードで挿画を「複

製」していったのである。挿画が極端に類型化

され，まるで木版画のように紋切り型であるの

はそのためであった。これがラウバー工房の生

産力の秘密である。一方，「読者」も緻密な挿

画など望んでいなかった。その規格化されたレ

イアウトにより，工房の手写本は一種の「ブラ

ンド」でさえあったとサウルマ教授は指摘する。

　「ところで」と私は言う。大半のラウバー手

写本の状態は（少なくともハイデルベルクで見

た限り）決してよいとは言えませんね。

「そうね。いったん修復センターに行ってしま

うと，半年か１年は戻ってこないわ」

　とにかく閲覧は困難です。昨日は地下書庫に

入庫していくつか資料を見せてもらいましたけ

ど。

「それは例外中の例外ですよ！」

　突然の衝撃であった。私はようやく自分の間

違いに気づいた。ミラー氏は本当に，私の要求
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の真に目的とするところを探っていたのだっ

た。

「私も入ったことはないのですよ！」

　私は表面しか見ず，軽口にだまされていた。

自分に恥じ入った。そうだ。彼は私自身が説明

しきれなかった目的を突き止めようとして通訳

の女性まで連れてきてくれた。そして自分ので

きる最大限の範囲で職務を果たそうとしたので

ある。私は自分の要求の正しさばかりを信じ，

つまらない矜持に囚われていたのだろう。本当

に手写本が見たければ，すがりついてでも懇願

すればよいのである。相手の厚意をどこかで期

待していた。自分の心の貧しさを思い知った。

ふたたび閲覧室
　金曜日，私はふたたび手写本�古刊本部門の

ブザーを押していた。ヘメルレ氏に取り次ぎを

求めると，まもなくミラー氏が姿を見せた。

「今日はお礼を言うために来たんです」

「きみはラッキーだったよ。明日ぼくとツィマ

ーマン氏は出かける予定だからね」

　こういう場合，相手にラッキーと言うかな，

と思いながら，昨日サウルマ教授に「例外中の

例外」だと言われたこと，閲覧にあたって大変

な親切を受けたことに素直に礼を述べた。

「ぼくたちは必要な人にはもちろん閲覧しても

らっているんだから」

「私はラッキーでした」

　二人して笑った。

　さて，もう一つおまけがあった。ラウバー手

写本のなかでもっとも保存状態の良いものとし

て，私は閲覧室で，中世冒険譚「フローレとブ

ランシェフルール」（����� ��	 
����������）

の写本をじっくりと眺め，触り，撮影すること

ができたのである。

　昨晩は，にわか雨が降り，今朝の日差しも少

し和らいでいた。人知れずまた秋が戻ってきて

いた。

７．「フローレとブランシェフルール」
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― 11 ―

���� ��� 	��
 ����

本学附属図書館所蔵のルーマニア�ドイツ語文学関連資料について

大学院国際文化研究科　藤 田 恭 子 　　

１　はじめに

２　ルーマニア�ドイツ語文学とは何か

３　ルーマニア�ドイツ語文学の受容と研究状況

４　本学所蔵資料の主要な雑誌および図書

５　おわりに

１　はじめに

　����年度から����年度までの３年間で，本
学附属図書館は�����冊余りのルーマニア�ド
イツ語文学関連資料を受け入れた。そのうち
����年度に受け入れた約���冊の雑誌と図書
は，ルーマニア出身のある文芸愛好家が遺され
た蔵書で，すでに本学に所蔵されているものを
除き，全資料を購入した。本学所蔵のルーマニ
ア�ドイツ語文学関連資料はこれにより，
�����冊を優に超えたが，管見ではこの分野で
これだけまとまった数の資料を所蔵する図書館
は日本にはまだ他にない。また今回，第二次世
界大戦後のルーマニア�ドイツ語文壇で中心的
役割を果たした文芸誌『新文芸	
��� ����

������』 	前身誌『バナート著作集 	�������

�����������』を含む�����������
�����������

を����年から����年分まで，１冊を除いて全
号揃えることができた。特に創刊号を入手した
ことは特筆したい。ベルリン国立図書館が運営
しているドイツの図書館所蔵雑誌データベース１

やオーストリア図書館連盟のカタログ２，ドイ
ツ語圏スイス情報連盟のカタログ３等で調べた
限りでは，ドイツやオーストリア，スイスの

ドイツ語地域ではどこの図書館も所蔵しておら
ず，確認がなされていなかった号である。そこ
で，本誌面をお借りして，これらの資料とその
意義についてご紹介したい。しかし，それには
まず，ルーマニア�ドイツ語文学という，ドイ
ツ語ドイツ文学研究者の間でさえ十分に理解が
進んでいるとはいえない研究分野について，そ
の概略と受容および研究状況を説明する必要が
ある。そのうえで，本題に入りたい。

『バナート著作集』

（創刊号「序」および第４号扉）

１ �����  !�"�����#$���#!!%#!� &�'�#� 　（以下，本データベースに関して本稿で言及する事項は，
���(年)月��日現在の検索結果による。）
２ �����  ����$�#%�%*%#��#�� �+����'��,�-��,�.����'"����-,$��,.%�"�'����� 　（同上）
３ �����  �!%�%)#���/�#����))� �0��%�� �!".0�".�,#�0� 　（同上）なお本学の蔵書では，����年の創刊

号，����年の第２号および第３号が一冊に製本されている。全��頁の創刊号には表紙や扉，目次もな

いが，１頁目の序文で表題の横に「１号，����年８月」との手跡がある。また，ルーマニア人民共和

国作家同盟ティミショアラ支部暫定委員会名での「序」の内容や第２号との判型およびレイアウトの統

一等も，当該冊子が『バナート著作集』（後の『新文芸』）創刊号であることを裏付けている。
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２　ルーマニア�ドイツ語文学とは何か

　現在，ドイツ語圏と一般に考えられているの

は，ドイツ，オーストリア，スイスのドイツ語

地域，リヒテンシュタインである。だが，第一

次世界大戦以前は，ハプスブルク帝国領やドイ

ツ帝国領の東部境界線まで，つまり現在のポー

ランドやウクライナの西部地域，ルーマニアの

北西部地域等を包含していた。その後，第一次

世界大戦敗戦を契機に両帝国は解体され，これ

らの地域は再編される。ルーマニアもこの過程

で，ハプスブルク帝国よりブコヴィナ，トラン

シルヴァニア，バナート等の地域を獲得し，版

図を大きく拡げたが，同時に多数の非ルーマニ

ア語母語話者を自国民として抱えることになっ

た。ドイツ語母語話者もまた，マイノリティと

して生きることを求められた。����年の国勢調

査によれば，全人口約����万����人中��万人余

りが，ドイツ語を母語として申請している。４

そして，これらの人々は，	�世紀の激しい政

治的変動に翻弄されながらも世代を超えて，

ルーマニア国内で，あるいは国外の移住先で，

ドイツ語による文学営為を続けていった。「ルー

マニア�ドイツ語文学」とは，彼らにより展開

された文学営為およびその作品をいう。

ところで，ルーマニアのドイツ語母語話者と

いっても同質の集団ではない。彼らが言語や文

化に基づくアイデンティティを共有し始めたの

は，	�世紀初頭に至ってのことである。それ

以前からこの地域には，ドイツ系あるいはドイ

ツ語を母語とするユダヤ系住民の大規模な居留

地が複数あった。だが，相異なる宗教的社会的

背景ゆえに，居留地間の積極的な交流は行われ

ていなかった。トランシルヴァニア（ドイツ名，

ジーベンビュルゲン）のドイツ系住民，いわゆ

るジーベンビュルガー�ザクセン人は，農業や

鍛冶等の技術移転のために乞われて�	世紀

にこの地に移住した古くからの集団で，国王か

ら特権を付与され，教育水準も高く，���	年

という非常に早い時期からプロテスタントとし

て信教の自由を享受していた。他方，バナート

のドイツ系住民，いわゆるバナート�シュヴ

ァーベン人あるいはドーナウ�シュヴァーベン

人は，マリア�テレジアの植民政策により�


世紀に成立した集団で，カトリックの農民が中

心である。また，����年にハプスブルク帝国

領となり��世紀に大きく発展したブコヴィナ

には，農民を中心とするブコヴィナ�ドイツ人

と，ヨーゼフ２世の植民およびドイツ化政策に

より社会的地位を上昇させて都市部で活躍した

ユダヤ系住民がいた。後者は第二次世界大戦中，

ナチス�ドイツと同盟関係にあったアントネス

ク軍事独裁政権下で強制収容所への大量移送と

大量殺戮を体験する。また第二次世界大戦後，

北部ブコヴィナがソ連邦ウクライナ領となる

と，ユダヤ系住民の大多数は故郷を離れた。ルー

マニア国内に残った者もいたが，ヨーロッパ各

国のみならず，アメリカ，イスラエル，ブラジ

ル等に移住した者も多い。ルーマニア�ドイツ

語文学の担い手たちは，これら諸居留地の（旧）

住民の総体から成っており，居留地ごとに歴史

的文化的背景は異なる。しかもこの相違は，第

一次世界大戦前後に相互交流が試みられるもの

の，その後第二次世界大戦中にかけて，ナチズ

ムに対する立場の顕著な相違となって表れ，よ

り尖鋭化された。

その事情は，社会主義体制成立後のルーマニ

ア国内における文学活動にも影響を及ぼし続け

た。以後の文学は体制と一体となって展開して

いき，詩人や作家たちは，社会主義リアリズム

の圧迫やチャウシェスク体制初期の「雪解け陽

気」等，体制による制約の変化という点では同

じ前提に立つことになった。だが各居留地の歴

史的経験は，なお作品に影を落としている。
����年に第１巻が刊行されたパウル�シュス

ター���� ��������� �����	����の長編小説

『５リットルのツイカ酒�� ���� � ��� !� "�』

は，ジーベンビュルガー・ザクセン人の村を舞

４#�����
�
$ %$��� &����� � '('���� � #($ %� � ) � 	�* �	* ����� +(�* ,,- .�$� � $/ $����

�
�

��� & � �0�������� ���
�* ! � ��� ���1 2��$� 3(��� #�$ �� �� ��) �� �� �� (���� 4 �)���� ��

�� ���
 / � ������ 5 �� �0 �(���� ����� �* ���*



― 13 ―

���� ��� 	��
 ����

台に，中世ドイツ語に近いといわれるザクセン

方言の古めかしい響きをたたえた言い回しとく

だけた口語的表現とが入り混じった文体で，両

次大戦間期の村の日常にナチズムへの誘惑が忍

び寄る様を描いている。そして敢えてこの題材

と文体に取り組んだ作家の試みは，ナチズムの

被害者となったブコヴィナのユダヤ系住民，カ

トリックが主流でナチズムから距離をとった作

家たちもいたバナートのドイツ系住民に対し，

プロテスタントを主流とするジーベンビュル

ガー�ザクセン人たちがナチズムに著しい同調

を示し，戦後もそのために指弾され続けたとい

う背景を踏まえてはじめて，適切に評価されう

るのである。各居留地を横断する共通の基盤に

立つものとしてのルーマニア�ドイツ語文学に

ついて語ることができるのは，おそらく，戦後

生まれの詩人や作家たちが，多感な十代の頃に

経験した「雪解け陽気」の中で建設的な社会批

判の可能性を信じ，やがて挫折していく����

年代以降ではないかと思われる。

　第二次世界大戦後の東西冷戦構造のなか，後

には東側諸国とも一線を画したルーマニアの体

制の厚い壁に囲われ，ルーマニア�ドイツ語文

学は独自の展開を遂げたが，その存在が国外，

とくに西側に知られることは少なかった。だが

チャウシェスクの独裁体制が国民に対する抑圧

を一層強めていった����年代後半以降，西側

に亡命する詩人や作家が次第に増え，当時の西

ドイツに活動拠点を移しはじめたことから，注

目を集めることになる。����年代の西ドイツ

では，東西ドイツ，オーストリア，スイスに次

ぐ「第五のドイツ文学」としての認知を得るに

至った。５しかしその後，����年の東欧革命の

なかでチャウシェスク体制が崩壊し東西を隔て

ていた壁が消えたとき，ルーマニアのドイツ系

住民は大挙してドイツへ出国し，マイノリティ

としての求心力を決定的に失った。６購読者が

激減したため，ドイツ語新聞や雑誌は多くが廃

刊や縮小を迫られ，ドイツ語の著作を専門に扱

っていた出版社も閉鎖された。７著名な研究者

や編集者たちも資料を携え，故郷を離れた。そ

して彼らは，自らのアイデンティティを確認す

るかのごとく，ドイツで積極的に活動を始めた

のである。東欧革命はこの文学の「終わりの始

まり」ともいえる事態を招来し，同時に，ドイ

ツにおける本格的な学術的議論の可能性を拓く

ことにもなった。

２　ルーマニア�ドイツ語文学の受容と研究状況

　上記のような事情から，ルーマニア�ドイツ

語文学はドイツやオーストリアでも����年代

以降にようやく基礎資料が整い出し，それに伴

う受容や研究の可能性が広がりつつある分野で

ある。

それまで主に受容の対象となっていたのは，パ

５��	
 ��� ����	���
”
�� ��� ������� ��	 
���	� ���	�� ���������“ ��� ��������� ��� �������

����	��� ��������� ��� �������� ���� �� ��� �����	������� !���	������ ���	���	� �����������

����� �
�

６体制転換から５年の間にルーマニアからの帰還移住者��������	���としてドイツ連邦共和国に登録さ
れた者は��万����人にのぼり，そのうちの��万����人は����年に登録されている。��	
  �����!

��������"� ��� ���������	��#������� ��$
% &'(!��
 )*���
 +��� $������ �#�% ,�	��� � -.��� /��

/����#�� � ��� -��� ���� ����
 &% !�� !���	��� �� "	�������� ��� � ����	�������� ���#� ����


0. 1������ 1���� �� ������ 2�#�� 3 -�#�� �� -��.�������#��� ��	���4��"� ����� �
 (��
なお
ケーニヒは，����年初頭の人口として約(�万人という数字を挙げ，ドイツ政府の帰還移住者登録にお
ける人数がルーマニアのドイツ系住民の人口減少数をはるかに上回っていると指摘している。彼はその
理由を，���(年のルーマニア国勢調査において，以前はドイツ系と申告しなかった者で，自らをドイ
ツ系であると申し立てるようになった者が数多く存在したためであると説明している。��	
 � -.���

�
�
5
� �
 (��

７この点については，拙文�ルーマニアのドイツ系マイノリティを訪ねて」（『ドイツ文学』日本独文学
会，���号，����年，��6!��)頁）で報告した。
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ウル�ツェラン����� ����	
 ���������やロー

ゼ�アウスレンダー � � � � � � � � � �� 	 � � � 


����������のようなルーマニア国外で活動した

ブコヴィナ出身のユダヤ系詩人，あるいは
����年代後半から��年代にかけて西ドイツに

出国した戦後世代の作家とその作品である。し

かし，前者に関していえば，研究の重点はもっ

ぱら戦後の作品におかれ，詩作活動の出発点と

なった時期は等閑にふされる傾向が強い。とり

わけ�世紀でもっとも重要なドイツ語詩人の

一人とされるツェランについては，����年代

から（西側）ドイツ語圏諸国ですでに高い評価

を受けていたにもかかわらず，第二次世界大戦

後にブコヴィナを離れるまでの時期を視野に収

めて研究がはじまったのは没後��年近く経っ

た����年代末以降だった。アウスレンダーも

受容が進むのは����年代以降である。そのう

え，ブコヴィナ出身の他の詩人たちはツェラン

やアウスレンダーの伝記的事実に関連して目を

向けられることが大半で，文学的評価の対象と

なることは少なかった。

他方，戦後世代のルーマニア�ドイツ語作家

は，����年代に注目を集めた。とりわけ���

年に刊行されたヘルタ�ミュラー � � � � � �

� ������
 ����� �の小説『低地�� �����	!�	�』

は，西側ドイツ語圏諸国に衝撃をもって受け容

れられた。作中で子供の目から描かれているバ

ナート�シュヴァーベン人の村の日常は，絶え

ず子供の心を苛んでいく頑迷固陋な小世界であ

り，それまで流布していた歴史の犠牲者として

のルーマニア�ドイツ人像を大きく相対化する

内部者の告発として受け取られた。簡潔であり

ながら表象力に富む言語表現もまた，鮮烈な印

象を残した。しかし，研究対象としては，ルー

マニア出国後の作家たちの展開を見定める必要

もあり，またルーマニアで活動していた時期に

関する資料等の入手や取り扱いについても問題

があるために，今後に委ねられている。

ルーマニア・ドイツ語文学に連なる作家たち

で上記二つの範疇に属する者以外は，これまで

各居留地の同郷人会関係者が目を向けるのみで

あった。同郷人会との密接な関係を持たない諸

機関では，ルーマニア�ドイツ語文学を含め東

ヨーロッパのドイツ系マイノリティの歴史や文

化に関して，学問的に取り組むこと自体，躊躇

する傾向にあった。その背景には，「在外ドイ

ツ人������	������"#��」の存在が��世紀のナ

ショナリズムの流れのなかで〈発見〉され，第

二次世界大戦に至るまで，「在外ドイツ人」の

居住地域の歴史や地理，文化等に関して広範な

学術的研究が行われたという経緯がある。８そ

の過程で，東ヨーロッパのドイツ系マイノリテ

ィには「ドイツの文化的前哨」という機能了解

が賦与された。この過去とどのように対峙する

かという問題は，ドイツ系マイノリティの歴史

や文化を語るうえでの立場を明確化する試金石

となるのであるが，その歩みは始まったばかり

である。
����年代に至るまでドイツ，オーストリア

で入手できる資料や情報は限られていたことも

あり，ルーマニア�ドイツ語文学研究では，従

来，ルーマニア国内のドイツ語母語話者研究者

に負う部分が非常に大きかった。そして彼らが

（西）ドイツに出国した場合は，同郷人会系機

関で活動することが多かった。そのため，基礎

資料の収集や基礎研究の面で現在もなお，ルー

マニア出身者を中心とする同郷人会系の研究機

関が大きな役割を果たしている。しかし東欧革

命以後の動向を踏まえ，ようやくドイツやオー

ストリアの諸大学もこの分野の研究に本腰を入

れ，同郷人会系研究機関との連携を強め始めた。

グンデルスハイム�アム�ネッカーにあるジー

ベンビュルゲン研究所�$ �%�	% ���!�	 &	�� ����

は���年３月より，ハイデルベルク大学東欧

史講座の附置研究所となった。ミュンヘンにあ

る東南ヨーロッパ�ドイツ文化歴史研究所�&	�

�� ��� ' ��� �����"#� (����� �	� )��"# "#��

$ ����������*���も��+年からミュンヘン大学の

８,!�- ���.�	��� � ����
 )��/�	 �� 0 �#	� �"#��"#��� )�1 ���	- 2 � �����"#�*��"# !� 3 �������

 / �����	� �	�  #�� 1 ���	�"#�'�� "#� ��4�*� �	- &	5 ��������	
����� ����
���
 �� ��������

#��!- 6�	 ��/���%�	
 ) ���� 	!�	 �,�	��	#��"0 7 ��*��"#�� ����
 $-����+-
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附属機関となり，ドイツ語ドイツ文学研究専攻

の学生向けに講義や演習を提供している。

またルーマニアでは，体制転換後，それまで

の研究の主たる担い手であったドイツ語母語話

者が大挙して出国してしまった一方，ドイツや

オーストリアとの学術交流が飛躍的に盛んにな

り，外国からの資金援助も可能になった。その

ため，ルーマニア独文学会を中心に，ドイツや

オーストリア側諸機関との共同研究が進みつつ

ある。９

　このような状況のなか，日本におけるルーマ

ニア�ドイツ語文学の受容は緒についたばかり

である。詩人として声望の高いツェランについ

ては，従来から数多くの研究論文が執筆され，

作品や研究書も翻訳され刊行されていた。しか

しドイツやオーストリアでの状況と同様，長い

間，彼のブコヴィナ時代が研究の視野に入るこ

とはほとんどなかった。出身地ブコヴィナでの

最初期に焦点をあて，����年の刊行後はドイ

ツ語圏でのツェラン研究に大きな影響を与えた

イスラエル�ハルファンによるツェランの伝記

が翻訳され刊行に至ったのは����年である。��

また，ブコヴィナのドイツ語詩人たちについて

日本ではじめて包括的に紹介した労作として，
����年発表の若槻俊介氏の論文「ブコヴィナ－

かたすみに置き去られたドイツ詩の一地方」��

を挙げることができる。しかしこの論文も，ルー

マニアのドイツ系マイノリティ全体に対する関

心を喚起するには至らなかった。東欧革命を経

て，ようやくこの分野での研究が始動し，ルー

マニアのドイツ系マイノリティの歴史や文学に焦

点を当てた論文が発表されることになる。��
����

年には，ミュラーの小説『狙われた狐 	
��

���� ��� ������ ����� ��� � ������』	�����

が翻訳刊行された。��

それにしても，ルーマニアからはるか離れた

日本の研究者がルーマニア�ドイツ語文学研究

に携わる意味はどこにあるのか。筆者は第一に

それを，二重の意味での「過去の克服」の試み

であると考えている。

一つには，前述のように，ドイツ語圏の研究

者にとってこの分野の研究は，��世紀以来の

「在外ドイツ人」研究の過去もあいまって，過

剰なまでの政治的意味を持っている。一部では

禁忌さえ生じている。そのため，直接の当事者

とは多少異なる立場からこの歴史にアプローチ

できる研究者が必要だと考えるのである。一例

を挙げれば，ドイツの同郷人会系研究機関では，

第二次世界大戦中のルーマニアにおけるユダヤ

人大量殺戮でドイツ系住民が果たした役割や
����年以降ドイツ系詩人とユダヤ系詩人との

間に生じた摩擦や断絶について，具体的に語ら

９��� !"��� �#$%�& 
$� '���������(% ��� '�����$�%�� )�� ���$��� 	'')� ��� $��� * ��%$���$%�� 


$� '����$��%� ��� �$� '�������% ��� '�����$�%$� $� )�� ���$�� +�, ���� ����� 	
�� ��� ���

�
������ �
�� � � ���� �� ���� -�� ��.��$���� '���������(% ( ��� '�����$�%$�& / ������� 	$��$�$���

����& 0 ���1��� 
��イスラエル�ハルファン『パウル�ツェラーン　若き日の伝記』（北彰，相原勝訳）未來社，����年。
��『宇都宮大学教養部研究報告』第��号第１部，����年，���1���頁所収。
��主な業績を発表順にいくつか挙げる。北彰「もうひとつのオーストリア文学－アウスレンダーのチェ

ルノヴィッツ」（中央大学人文科学研究所編『陽気な黙示録－オーストリア文化研究－』中央大学出版

部，���2年，2��12�3頁）。藤田恭子「〈父なる国〉と〈母なる国〉の狭間で－ローゼ�アウスレンダー

における〈故郷〉の意味－」（『言語と文化』東北大学言語文化部，第４号，����年，�3�1���頁）。鈴

木道男「ルーマニアのドイツ語言語島の文化的意味について－+ 三つの言語島の過去と現在－」（『言語

と文化』東北大学言語文化部，第８号，����年，��31�22頁）。エーリカ�ニールセン「歴史状況と地

域文化－現代ルーマニア�ドイツ語文学の現状について－」（藤田恭子訳，『言語と文化』東北大学言語

文化部，第８号，����年，�3�1���頁）。小泉淳二「バナート生まれの作家リヒャルト�ヴァーグナー

について」（『人文科学論集』茨城大学人文学部，第��号，����年，���1���頁。
��ヘルタ・ミュラー『狙われた狐』（山本浩司訳）三修社，����年。
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れることはない。ジーベンビュルゲン研究所長

ハラルト�ロート���� �����	 
���氏が����

年に発表した『ジーベンビュルゲン小史』では，
����年のナチの政権奪取から����年の第二次

世界大戦終戦までの叙述に，全���頁中わずか

３頁が割かれているのみである。��禁忌された

これらの問題については，直接の当事者でない

ことで検証が容易になる部分もあると思われる

のだ。

もう一つの意味での「克服」とは，国民国家

や国民文化といった理念を前提として捉えられ

た「ドイツ文学」像についてである。ドイツ�

ナショナリズムの展開と並行して形成されてき

たドイツ語ドイツ文学研究のあり方は，日本の

ドイツ語ドイツ文学研究史にも決定的な刻印を

与えている。その残像が自らの内部にもあるこ

とを，筆者自身も自覚せざるをえない。そのた

め，ドイツ語による文学営為を意識して周縁か

ら見つめ，その多様性を理解することにより，

「ドイツ語文学」の営み全体を新たな地平で捉

える一つの契機にしたいと願っている。

加えていえば，ルーマニア�ドイツ語文学は

マイノリティの文学として，またディアスポラ

の文学としても，多言語多文化社会の中での展

開を余儀なくされてきた。ルーマニア語，ウク

ライナ語，ハンガリー語等の文学との密接な交

流があり，またアメリカやイスラエル等の移住

先ではマジョリティの文学営為に対し，自らの

存在意義を模索し続けた。この文学の多元文化

性を解明することもまた，現代的意味を持つの

である。

４　本学所蔵資料の主要雑誌および図書

　本学所蔵の資料に話を戻そう。

アウスレンダーの作品に出会ったことを契機

に，筆者がルーマニア�ドイツ語文学研究に携

わるようになったのは，��年程前のことであ

る。当時，この分野に関する資料は日本ではご

く少数で，��基本的な文献資料収集等の研究基

盤整備から出発せざるをえなかった。筆者は平

成９-��年度科学研究費補助金萌芽的研究「マ

イノリティ文学としてのルーマニア・ドイツ語

文学の歴史と現在」（研究代表者）の採択を契

機に，基礎文献収集に着手した。以来，７件の

科学研究費補助金等による支援を得て，可能な

限り文献の入手に努めている。しかし，二次文

献資料に関してはともかく，ルーマニアで刊行

された図書や新聞，雑誌等の一次文献資料を入

手することは非常に困難だった。

本稿の冒頭で挙げた『新文芸����� �����

������』もその一例である。この文芸誌は����

年にバナートの州都ティミショアラで『バナー

ト著作集』というタイトルの下に創刊された。
����年に首都ブカレストへ編集部が移り，『新

文芸』と改称したが，巻号は引き継いだ。当局

の統制と検閲下にあったが，ルーマニア�ドイ

ツ語文壇で名のある詩人や作家，文芸批評家ほ

ぼ全員が，この文芸誌を発表の場としており，

第二次世界大戦後のルーマニア�ドイツ語文学

を語るうえで不可欠の資料である。����年の

体制転換を経て����年春に合併号が発行され

た後，紙と資金の不足，編集部員のルーマニア

出国等で休止を余儀なくされた。����年にも

う一度合併号が刊行され，その後､雑誌の目的

を変えて，新シリーズとして継続されることに

なったが，����年に休止されたままになって

いる。

前述したように，ドイツ，オーストリア，ス

イスのドイツ語地域には全巻揃っている図書館

��
�����	 
��� ������ ���	
�	
�� ����� �������� �  ��!" #��$��� #��! �%  ����� �����

��このとき改めて，本学附属図書館の懐の広さを痛感した。在外ドイツ人研究，とくにブコヴィナ研究

で著名なライムント�フリードリヒ�カインドル�
��$�!	 &���	��' ���!	�� ����������の著書が６

冊も所蔵されていたのである。本稿に直接関わる著作としては，以下のものがある。 ��� �����	
��

�� �������� ��� �� ��� ��������� &��!()��� ��*� �������� ����� ���	
�	
�� ��� �����	
�� �� ���

������
��� �������� ������ +��� �,����-� ����� ���	
�	
�� ��� �����	
�� �� ������� ��� �����	
��

 �����	
� +��� �,����-� ���.�
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はない。この分野ではジーベンビュルゲン研究

所や東南ヨーロッパ�ドイツ文化歴史研究所，

テュービンゲンのドーナウ�シュヴァーベン歴

史地誌研究所��������� 	 
�� �������� 
�������

���������� ��� ������������等同郷人会系諸

機関が最も充実した資料を揃えているが，それ

らの図書館も創刊号は所蔵していない。ベルリ

ン国立図書館運営のドイツ図書館所蔵雑誌デー

タベースでは，「���������年，確認済」とな

っており，����年の創刊号は未確認であるこ

とが示唆されている。
����年春にブカレストを訪れ，『新文芸』の

発行に携わっていた『ルーマニア一般ドイツ新

聞 � � � �  �!� � � � "�� � � � � � # � � � � �  	 
� �

$�! 
������』編集長で文芸評論家でもあるエメ

リヒ�ライヒラート�%!!����� $���������氏

にバックナンバー全巻入手の可能性を尋ねた際

にも，否定的な答えだった。����年の体制転

換直後，短期間で�&万人以上のドイツ系住民

がルーマニアを出国し，『新文芸』編集部もま

たドイツへ移動した。その際の混乱が大きな要

因になっているという。実際，ドイツ語圏の古

書データベースに目を配っても，ごく部分的に，

大抵は��'&年代か�&年代のナンバーが提供さ

れるにとどまっていた。

　しかし(&&(年秋にルーマニア出身の著作家

クラウス�シュテファーニ�"�) *���� +��,���

���氏と交流が始まったことで，事態は好転し

た。シュテファーニ氏は『新文芸』の編集者だ

った方で，現在は東方ユダヤ人の伝承等の収集

に携わるかたわら，著作家として活躍している。

日本に研究基盤を構築したいという筆者の希望

を理解してくださると，人脈を辿って『新文芸』

のバックナンバーを探して下さった。その結果，

翌(&&-年に，����年の第�&巻から����年の第
�&巻まで３冊を除いてほぼ全巻，--&冊余りの

『新文芸』が東北大附属図書館に納入された。

そして昨年，氏を介して，ある文芸愛好家が遺

された蔵書のうち，図書と雑誌を合わせ，約
'&&冊を購入する運びとなった。これにより，

『バナート著作集』と後継誌『新文芸』は，ド

イツ語圏の図書館でさえ確認していない創刊号

から����年の第�&巻まで，１冊を除いて揃っ

たのである。

東北大学附属図書館がこの３年間に受け入れ

た�.&&&冊余りの文献資料には，二つの特徴が

ある。第一は，雑誌資料の充実で，収蔵雑誌数

は'&&冊余りにのぼる。第二に，ジーベンビュ

ルゲンとバナート出身の詩人や作家に重点をお

いて，まとまった数の図書を所蔵できたことで

ある。とりわけ両次大戦間期に活躍した両地域

出身の作家については，これまで資料入手が難

しかった。その空白を今回の資料受け入れで，

ある程度埋めることが出来た。以下，それぞれ

の内容について紹介する。

��　雑誌資料

雑誌に関しては，前述したように『バナート

著作集』と後継誌『新文芸』がほぼ揃った。加

えて，(&世紀前半に刊行された重要な文化雑

誌が数種類，また社会主義時代の文化雑誌およ

び新聞年鑑も収蔵された。主たる雑誌と所蔵冊

数およびその発行年を以下に挙げる。

『カルパチア山脈』

�『カルパチア山脈 � " � � / � � , � � � � � �』
���&'������　��冊���&�����-�

�『東方の地�0�������』��������-��　�1冊
��������(�. ��(1���-��



― 18 ―

東北大学附属図書館

�『人民と文化 � � � � � � � 	 
 � � � � � 』
����������� ���������　���冊 ������

���������� ���������� ����

�『年鑑 新しい道 ������ ��� ��� � !"

#
 ���	��$』������　��冊����������

『カルパチア山脈』と『東方の地』は，トラ

ンシルヴァニア地方のブラショフで刊行された

文化雑誌である。『カルパチア山脈』は隔週刊

なので，収蔵されたのはごく一部だが，『東方

の地』は欠落が少ない。���������年および
���������年については全号揃った。この雑誌

を所蔵している機関はドイツにはない。オース

トリアでは���������年に刊行された号のみ，

オーストリア学術アカデミーおよびウィーン工

科大学図書館に所蔵されている。���������年

刊行分については，所蔵の記録がない。

両誌は��世紀初頭のトランシルヴァニアで，

地域の枠を超えたドイツ語文化の営みを目差し

て創刊された。またこの意図に基づき，主要ド

イツ語圏，さらにはヨーロッパにおける文化的

諸潮流を紹介するとともに，ルーマニア国内の

他のドイツ系住民居留地やルーマニア文学，ハ

ンガリー文学と連携を計ろうとする試みもなさ

れた。その意味で，ジーベンビュルガー�ザク

セン人の文化営為を知るためばかりではなく，

ドイツ系住民居留地間に成立した初期の交流を

窺い知るうえでも貴重な資料である。この他，

シビウで刊行された著名な文化雑誌『クリング

ゾール�
�%��&��』����������やティミショア

ラで刊行された季刊誌『バナート�ドイツ文化

誌 � '  �  � � � 	 � � � & ! " � 
� � � � � " � ( � � 』
����������がある。前者の収蔵数はわずか４

冊であるが，創刊号が含まれている。後者は
��冊ある。

社会主義時代の雑誌では『人民と文化』およ

び『年鑑 新しい道』が重要である。『人民と文

化』は社会主義教育文化評議会等が編者となっ

ている月刊文化雑誌で，美術や音楽，演劇，文

学等，ドイツ系マイノリティの文化営為全般を

理解するために重要な資料である。���������

年は全号揃っている。『新しい道』は社会主義

体制となったルーマニアで最初に刊行されたド

イツ語新聞で，その年鑑が����年から����年

まで，５冊を除いて揃った。この他，『ご一緒

に�
��� �%�』という年１回刊行のドイツ系

住民向け旅行雑誌も����年から����年まで，

２冊を除いて所蔵している。

『人民と文化』

)　図書資料

図書については，各住民居留地のうち，ジー

ベンビュルゲンおよびバナート出身の新旧詩人

や作家の詩集，散文集，小説類が多い。しかし，

数は少ないだがブコヴィナ出身の詩人たちの重

要な詩集も含まれている。全居留地を通じて，

時代的には両次大戦間期かそれ以前から活動し

ていた詩人や作家の著書に収集の重点がおかれ

ている。当時刊行された著書も多い。

ブコヴィナ出身のユダヤ系詩人たちについて

は，ツェランやアウスレンダーの存在が大きな

影響を与え，ドイツやオーストリアでは，他の

居留地の詩人や作家たちより受容が進んでい

る。そのため，彼らの作品は新刊図書として入

手可能になるものが増えている。特に，アーヘ

ンのランボー社からシリーズとして順次刊行さ

れていることが大きい。しかし，ジーベンビュ

ルゲンやバナートの両次大戦間期以前の作品に

ついては，ルーマニア国内では刊行されていた

が，ドイツやオーストリアでの再刊は今のとこ
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ろ目処が立っていない。そのため，今回の資料

受け入れまで，本学でもその部分の基礎資料は

非常に貧弱だった。同郷人会系研究機関関係者

による二次文献はある程度そろっているにもか

かわらず，重要な詩人や作家の著書が入手でき

ない事態となっていたのである。今回収蔵され

た資料だけではまだ不十分だが，基礎資料充実

のために，重要な部分を補強することができた。

また，全体としては旧世代に重点があるとは

いえ，戦後生まれの詩人や作家たちの著書にも

目配りはされている。とりわけ，反体制と当局

にみなされた詩人たちが����年代に刊行した

詩集が複数収められている。現在もドイツで活

躍する詩人たちの最初期の活動を知るうえで興

味深い資料である。

以下，主立った詩人や作家に関する本学所蔵

資料を紹介したい。

ツィリヒ『様々な国境と時代の狭間で』

�アドルフ�メッシェンデルファー ���	
 �

������ �	���� ����������　６冊

�ハインリヒ�ツィリヒ �������� ��

 ����

����������　��冊

�エルヴィン�ヴィトシュトック������ ��  �

� 	�!� ����������　��冊

�アーダム�ミュラー＝グッテンブルン���"#

� �$

��%$  �&�$��� ��'�����( �　��冊

メッシェンデルファーは『カルパチア山脈』

誌を，またツィリヒは『クリングゾール』誌を

主宰したジーベンビュルゲン出身の詩人�作家

である。前者は散文，評論，戯曲，抒情詩と幅

広い活動を行っているが，特に����年発表の

詩「ジーベンビュルゲン哀歌�)�&�& �$�*����

�
*��」で知られている。ツィリヒも数多く

の小説等を執筆しており，��(�年代以降はナ

チズムに大きな影響を受けたとされている。そ

の意味で，小説『様々な国境と時代の狭間で
�������� %��+� $�� �� ��』���(��等を

入手できたことは，興味深い。ミュラー＝グッ

テンブルンは，バナートのドイツ系住民にとっ

て政治的にも重要な意味を持った「バナート�

シュヴァーベン人の歌�,"�" � )���"&��


���」の作者であり，バナートを代表する作家

である。����年に刊行され，当時ドイツ語圏

で版を重ねたといわれる著書『邪神の黄昏　今

日のハンガリーの文化像�% �	 +�� �"##�$�*-

��� .$
 $�&�
� "$� �# �$ �*� /�*"���』

や代表作『ヤーコプ親方とその子供達���� �

0"!	& $�� ��� .�����』等，重要な資料を

揃えることができた。

ウァーグナー『分かる文章』
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�ヴェルナー�ゼルナー ������� � �	 
 
����

���� �　２冊

�リヒャルト�ヴァーグナー�������� ����

���� ���� �　５冊

戦後生まれの世代では，ジーベンビュルゲン

出身のゼルナーとバナート出身のヴァーグナー

の処女詩集『天気予報���������������』�����

および『分かる文章��
�������』�����ならび

に第二詩集『ある私人が伝えること�������
 ��

��� ����! "��#��$���!�』�����および『時計

たちの侵入�%�� &�#�!�	� ��� '�����』�����

を収蔵したことに触れたい。両詩人とも��(

年代前半に生まれ，�()(年代後半からはじま

る「雪解け陽気」期に多感な時期を過ごし，
��(年代前半から詩作活動を本格化させるが，

「社会の革新」を志向することで当局に反体制

と見なされ，��(年代に西ドイツへ出国した。

作曲家と同姓同名のヴァーグナーは，
�������年に活躍し，文学を通じて自由化を

進めようとしたため主要メンバーの逮捕に至っ

た「アクショングループ�バナート�*+��	�!�

�� ,,� -�����」のリーダーだった。戦後生ま

れの詩人や作家については，前述したミュラー

のように現在ドイツで活躍している作家も多

く，作品自体は新刊として入手しやすい。ただ

しルーマニア時代の著書は発行部数も多くない

ので，その意味で貴重である。

マルグル＝シュペルバー『秘密と締念』

�アルフレート�マルグル＝シュペルバー�*
�

.��� ���� 
��,������ �����)��　２冊

�アルフレート�キットナー�*
.��� ��������

�()����　１冊

少数だが，重要なブコヴィナ出身の詩人たち

の著書も入手できた。なかでも，両次大戦間期

のブコヴィナで，また戦後はブカレストでドイ

ツ語文壇の中心的存在であったマルグル＝シュ

ペルバーが，ユダヤ人への出版禁止措置に抗し，

ブコヴィナの州都チェルノヴィッツで�/年

に自費出版した�((部限定の第二詩集『秘密と

諦念�0����$��!  �� 1��2�����』が含まれてい

ることは特筆に値する。この詩集はドイツ語圏

でもライプチヒのドイツ図書館やクラーゲンフ

ルト大学図書館等，数少ない図書館しか所蔵し

ていない。また，マルグル＝シュペルバーの没

後，���年に，キットナーにより編集された

詩集『秘密と諦念�0����$��!  �� 1��2�����』

も収蔵された。この詩集には，生前当局の介入

を憚って発表されなかった数多くの自然詩も収

められており，改めてマルグル＝シュペルバー

の詩作全体を包括的に提示している。社会主義

体制下で発禁処分を受けていたキットナーが詩

人として当局に許容される契機となった��(

年の詩集『壜通信�3
�!����,	!��』も入手でき

た。

その他，トランシルヴァニアのザクセン方言

文学やバナートのシュヴァーベン方言文学，児

童文学，文化史等の資料も所蔵図書には含まれ

ている。これらは，今後詳細に内容を分析され

るべき新しい分野の資料である。

基礎資料収集の前途はなお容易ではないが，

関係諸氏のご厚意で貴重な一歩を進めることが

できた。近い将来，これらの資料については文

献データベースとして情報を整理し，より使い

やすい体制を構築していきたいと考えている。

５　おわりに

本学附属図書館が多岐にわたる研究分野で浩

瀚な基礎資料を提供し，研究推進に大きな役割

を果たしていることは，論を待たない。筆者の

ように，ドイツ語圏の文学や文化を研究対象と
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している者もまた，その多大な恩恵に浴してき

た。主要な詩人や作家たちの作品が必要なとき

にすぐ入手可能であるのはもとよりであるが，

研究を進めるなかで出会った情報が図書館によ

って検証可能となるとき，その感を強くする。

例えば，東欧出身で同郷人会関係者以外にはほ

ぼ無名の作家が書いた伝記の対象者について，

本館書庫に所蔵されている����年代，��年代

刊行の『ドイツ著作家事典』数巻を繙き，記載

の有無や内容を確かめ，その評価の変遷をおぼ

ろげながらも辿ることができたといった場合

に，図書館の底力に思いを致すのである。ルー

マニア・ドイツ語文学は非常に地味な研究領域

ではあるが，それだけに一層，このような基礎

研究の意義を認め，支援の手を差し伸べてくれ

る環境にあることを感謝せずにはいられない。

その意味でも，歴代の本学教員が積み重ねてき

た基礎資料収集の努力を，自分なりに引き継い

でいきたいと，心より願っている。

（ふじた�きょうこ）
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検索エンジン主流時代だからこそ必要な図書館利用者教育

工学分館管理係長　米 澤 誠　　　

はじめに

ウェブが学校や家庭に浸透し，何か物事を調

べるときは検索エンジンのようなポータルサイ

トを利用するのが通常となった現在，学生の学

習行動はどのように変化しているのでしょう

か。

����年度から取り組んできた全学教育科目

の授業支援の経験から，私たち図書館員は，検

索エンジン主流の時代にあわせた利用者教育を

行うことで，学生の学習を一層支援しなければ

ならないと考えるにいたりました。本稿では，

そのねらいと取り組み，成果について報告しま

す。

�� 現代の図書館利用者像

��� 検索エンジンの使い方

現在，何か情報収集を行うには，まず検索エ

ンジンを使うのではないでしょうか。私自身も，

学術的な調査以外の調べものの場合や，全然知

識のない事柄を調べはじめる時には，検索エン

ジンを重宝しています。

しかし，正確を期する学習や研究を行うとき

には，検索エンジンから到達したウェブサイト

の情報だけではなく，必ず同等の印刷物資料で

情報の裏付けをとることとしています。そして

さらに，図書や論文を検索して，それらを主な

材料としてレポートや論文を書き上げます。検

索エンジンを情報入手の手がかりとして活用す

ることは，非常に効率的だと思います。

教育の現場では，検索エンジンから入手した

ウェブサイトの情報だけで，レポートを書き上

げる学生が多いのではないでしょうか。これは，

授業での学生の行動を見ていた経験から感じた

ことですが，海外で行った情報利用者の意識調

査でもその傾向が明らかにされています。��

��� 意識調査に見る利用者像

この意識調査では，	
項目にわたって図書

館と情報資源に関する設問を行い，約
����名

の英語使用者からの回答を得ています。回答者

は大学生だけではなく，��才から�才以上の

利用者まで幅広い年代にわたっていますが，設

問によっては大学生に限った集計も行っていま

す。

探索しようと考える情報源としては，検索エ

ンジンが���，図書館が���となっています。

しかし，実際に最初に選択するものとしては，

検索エンジン	��，図書館���と圧倒的に検索

エンジンが優勢です。（図表�）

図表�� 考慮する情報源�最初に選択する情報源

考慮する情報源 割合 最初に選択 割合

検索エンジン ��� 検索エンジン 	��

図書館（実際の） ��� 図書館（実際の） ���

オンライン図書館 ��� オンライン図書館 �

書店（実際の） 
�� 書店（実際の） ��

オンライン書店 
�� オンライン書店 ��

検索エンジンと図書館の優位性の比較では，

信頼性と正確性の点で，検索エンジンよりも図

書館が優れているという結果ですが，その差は

わずかなものです（信頼性：検索エンジン���，

図書館��。正確性：検索エンジン���，図書

館��）。これに対して，即時性，便利さ，手

軽さ，費用対効果，アクセス性の面では，圧倒

的に検索エンジンが高い評価をえています。

（図表�）

そして，情報としての信頼度においては，図

書館資料の情報がより高いとするもの���，ウ

ェブサイトの情報とするもの��となっており，

まだこの面に関しては図書館資料に優位性があ
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るといえます。しかし，どちらも同等が���と

いうことは，���の利用者がウェブの情報を信

頼して使っているということを意味し，必ずし

も楽観視できない状況になっているといえま

す。（図表�）

図表� 検索エンジンと図書館の優位性の比較

図表� 情報としての信頼性が高いのは

そして，大学生の回答中の「情報の信頼度を

判断する要素」を見ると，自分の知識�常識が
���，発信サイトの企業�組織が���で，複数

サイトからの情報は�	�，信頼できる情報源の

推奨が���，サイトの専門的見かけ
��，著者

��となっています。印刷物を含めて信頼でき

る複数の情報源を比較するという，基本的な学

習方法の認知度が低下しつつあるのではないか

と危惧しています。

�� 学習一般における情報探索の重要性
�	 主体的学習能力の必要性

大学で学ぶためには，授業内容にそって教員

が教授する知識を身につけ，提示されたテキス

トや参考書を読んで理解することが，まず最も

重要です。

しかしまた，自分自身で関連資料を探し，さ

らに知識を広く深めることも重要です。この情

報探索と収集の能力を身につけることで，どの

ような分野の事柄でも，主体的に学習すること

ができるようになるのです。大学生としては，

一日も早くこのような受け身ではない学習能力

を身につけることが望ましいのではないでしょ

うか。これは社会人となってからも，有用なス

キルとなるものであることは，私自身の経験か

らも明らかです。
�� レポートを書くための情報探索

一般的に，よいレポートや論文を書くために

は，レポート作成技術を身につけるとともに，

レポート作成のために信頼性が高く充実した内

容の資料を探し出すことが重要です。そのため

には，検索エンジンでウェブ上の情報資源を探

すだけではなく，印刷物として世に公表された

資料を使う必要があります。一定の評価をえた

著者が執筆し，定評のある出版社から出版され

た資料の重要性を再認識する必要があるのでは

ないでしょうか。

また，課題に関する基礎的な知識を理解し，

情報収集の方向性を決めるには，まず百科事典

や専門事典，そしてその分野の入門書にあたっ

てみることが有効です。また，資料	点だけで

はなく，別の観点から別の著者が書いた複数の

資料を読むことにより，多面的に問題を考察し

た，説得力のあるレポートを作成することがで

きるようになるのです。

そして，図書館にある（もしくはウェブで図

書館が提供する）豊富な資料の中から，必要と

する事典，図書，雑誌論文などを効率的に的確

に探し出すためには，図書館資料の種類と情報

探索の技術について知っておく必要があるので

す。
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上記のような考え方のもとに情報探索のスキ

ルをもつだけで，レポート作成の能力は格段に

向上するはずです。「よいレポートを書くため

には，よい材料を探し出すことが肝心」なので

す。
��� 全学教育科目での授業支援

以上のような問題意識のもと，����年度か

ら全学教育科目「大学生のための情報検索術」

の授業支援を行っています。

この授業の実習補助などを通じて，私たちは

現代の学生がどのような情報行動をとるのかを

実感することができました。また，情報探索に

ついて学生がどの程度の知識と技術を持ってい

るのか，どのような情報リテラシー教育を求め

ているのかなどの状況を知ることができまし

た。�� ��

そのような経験の中で，このようなプログラ

ムがどの程度の成果をあげているのかを測定す

ることが，今後の授業内容の改善に繋がり，ま

た，この種のプログラムの必要性を検討する材

料になると考えるようになりました。

�� 全学教育科目での成果測定
�	� アンケート調査の結果

この種のプログラムの有効性を検証するた

め，���
年度第２セメスター（後期）の全学

授業科目「大学生のための情報探索術」の受講

者に対して，図書館と情報検索ツールの利用機

会についてのアンケート調査を実施しました。
��

この授業は，レポートを作成する技術と情報

探索の技術を，半年の講義と実習で身につける

ことができるように構成した授業です。���


年度は新たな試みとして，レポートを作成する

ためのアウトラインを中間時点で提出してもら

い，それを基点として資料収集やレポート作成

を進めて行くという手法をとりました。���


年度当初の履修者は	��名となっています。

まず，第２セメスターの同じ時間帯の別の授

業を履修している学生に対してアンケート調査

を行いました。調査内容は，図書館と情報探索

ツールの利用頻度に関する設問からなります

が，ここでは情報探索ツールの結果だけを示し

ます。検索エンジン以外の情報探索ツールを利

用する学生もいましたが，第１と第２セメス

ターの変化はほとんどありません。（図表�）

図表４情報探索ツール利用機会の変化（別授業）

利用内容 セメスター ０回 １回 ２～５回 ６回～

検索エン

ジン

第１ ５ ２ ��

第２ ５ ２ ��

蔵書目録

検索

第１ 	
 ３ ４ ７

第２ 	� ３ ６ ６

文献デー

タベース

第１ �� ２ ２ ３

第２ �� ２ ３

これに対して，本授業の受講者からは以下の

ような結果を得ることができました。授業を受

講していなかった第	セメスターに比べて，第
�セメスターに入ってからの情報探索ツールの

利用機会が格段に多くなっていることが分かり

ます。（図表
）

図表
 情報探索ツール利用機会の変化（本授業）

利用内容 セメスター ０回 １回 ２～５回 ６回～

検索エン

ジン

第１ ３ 	� �	

第２ １ 	� ��

蔵書目録

検索

第１ �� ２ 	� �	

第２ 	� 		 �
 �


文献デー

タベース

第１ � ５ ４ ６

第２ �� 		 �� ９

蔵書目録検索を利用した学生は，全受講者の

��から���に上昇，文献データベースを利用

した学生は	��から
��に上昇しています。こ

れに対して別授業の受講者では，それぞれ
	�，
���にとどまっています。

また，「『地震』に関する図書を見つけ，入手

する手順を記述せよ」という設問に対しては，

本授業の受講者の�
�が検索から入手までのプ

ロセスを答えることができています（別授業で

は	��）。これに，何らかの形で蔵書目録を使

うと記述した回答を加えると，受講者全体の
���が蔵書目録の必要性を認識しています（別
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授業では���）。本授業は，学生の情報探索行
動に確実に影響を及ぼしていることが分かりま
す。

��� 成果評価の試み

このような形で，学生の学習能力の向上に成
果を残したことを数値的に測定する「成果評価
（アウトカムズ�アセスメント）」の活動は，
欧米の大学を中心に活発化し注目を集めている
ところです。��

またアセスメントの一つとして，アネクドー
テ�エビデンス（逸話的証言）という手法があ
ります。これは，自由記入の回答などを列挙す
る手法で，統計的調査だけでは伝わらない生の
声を示すことができます。本授業に対しては，
次のような評価がありました（「レポート作成
法」に関する評価は省略）。
�実習形式が良かった。最後のレポートを書くのに

役立った。

�いただいた資料，以後役に立てるべくとっておき

ます。

�色々なデータベースの存在を知ることができよか

った。

�こんなに色々な検索サイトがあるとは知りません

でした。きっとこの講義を取っていなければ，こ

の先も知らなかったかもしれません。

�普通のサーチエンジンと�	
	��	�ぐらいしか使

ったことがなかったので，色々な方法を知ること

ができてよかったと思う。（同意見１件）

�まだ使いこなせないツールも多かったが，将来的

には絶対役立つ授業でした。

�とても役に立つ知識をえることができたと思います。

�授業を取らなかったら損したかは分かりません

が，取ったことで確実に得をしたと思います。

�この授業は第１セメスターからやったほうが良い

と思います。（同意見２件）

�これからの大学生活をもっと充実させるのに役立

つ授業でした。第１セメスターからこんな授業が

あれば良かったと思います。ありがとうございま

した。

わが国でも，ようやく成果評価に注目する活
動が現れつつあり，今後本学の成果も広く公開
することで，大学図書館における学習支援の活
動を活性化したいと思います。

さいごに
以上，図書館利用者教育を通じた学習支援の
取り組みについて紹介しました。
最後に繰り返しますが，検索エンジンとウェ
ブ上の情報の特性と利便性を理解しつつ，図書

館で提供する資料や各種検索ツールを上手に使

える学生を育てることが，大学教育の重要な目

標の一つなのではないでしょうか。
情報探索ツールとしてはせいぜい検索エンジ
ンぐらいしか視野に入れていない高校の「情報」
教育の実態を知り，検索エンジン主流の時代だ
からこそ学生に身につけて欲しいことを考え続
けてきました。
そのような観点から，本授業の教科書として
作成した『東北大学生のための情報探索の基礎
知識．基本編』�� や，別に新入生向けの入門
書として作成した『図書館のすすめ』�� およ
び本稿が，本学の授業プログラム検討の参考と
なれば幸いです。

参考文献：
�� �������	��� �� �	����	�� �� 	�������	��

��������� � � ������ �� ��� � ! ������"

��	�# � ! # �$$�% ��#

�����&&'''%����%��(&�������&�$$��������	���%����

以下に示す統計表は，全てこの報告書による。
�� 全学教育科目「図書館を活用した情報探索
�レポート作成術」を開講，木這子，)��%�*，
+�%,，�$$-

,� 永井伸，全学教育科目「大学生のための情
報探索術」にスタッフとして参加して，木這
子，)��%�*，+�%-，�$$�

-� アンケート内容は，米国ザ�シタデル（サ
ウスカロライナ士官学校）ダニエル図書館で
新入生に実施した内容に合わせた。

�� ������ .�����ほか，図書館の価値を高め
る：成果評価への行動計画，丸善，�$$�

�� 東北大学附属図書館，東北大学生のための
情報探索の基礎知識．基本編， � $ $ �

（�$$�%-刊行予定），�����&&'''%�	����/%��"
��
�%��%0�&�/�	����/&�����	��&

�� 東北地区大学図書館協議会，図書館のすす
め：大学図書館利用ガイド，�$$�，
�����&&'''%�	����/%����
�%��%0�&����
���	
�&������%����

（よねざわ�まこと）
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眠 り 猫 に 鳴 き 猫

加齢医学研究所　猫　 三毛夫　　　

　商議会とか商議員という呼称を知ったのは，
猫が加齢研選出の委員として会議に出席した３
年前が始めです。図書館が“商”とは何事であ
ろう，商売している様にも見えないしと，不思
議に思ったものでした。会議が始まりますと，
不思議はさらに深まります。と申しますのも，
医学系の猫には疎遠な内容ばかりだからです。
例えば本学図書館には文豪の漱石文庫，或いは
江戸時代の和算書といった，学術的価値の高い
資料が所蔵されているとのことです。近々それ
らの展覧会が開催予定であることが，会議で報
告されます。関連の研究者にとっては興味津々
たるものがありましょう。一方，図書館とは本
や雑誌を並べている所，もしくは電子ジャーナ
ルの中継口，ぐらいの認識しか持たない劣等猫
には，漱石や和算と聞かされても猫に小判。長
い報告を聞くうちに，ついまぶたが重くなるの
は如何ともし難いものがあるのです。それに対
し図書館専門職の方々は，居眠り猫でさえも教
育してあげようと，様々に活動しておられます。
このキボコ誌も，広報努力の一環なのでありま
しょう。本学に居を構える����研究室の隅々
まで，猫にまで，配りに配る図書館員の熱情に
は頭の下がる思いです。しかしながら本誌を手
にする猫はと言えば，「キボコ紹介のマルクス
資本論初版本って何の事？　稀覯本というけれ
ど，要するに古本のことじゃないの？　関係な
いや。」哀れ，キボコ誌はゴミ箱行きとなりま
す。
　会議で目の覚めるような議題がない訳ではあ
りません。図書購入経費の部局負担割合の問題
などは，その一例です。そこでは６億円超の経
費を，どの様な方針の下にどの部局がどれ位の
額を負担するかが話し合われます。この時ばか
りは猫も居眠りから醒め，目を凝らして配布資
料に見入り，せわしなく計算などしてしまいま
す。何となれば，自分が図書�電子ジャーナル
のサービスを享受している事実など忘却の彼
方，部局単位でいえば何千何百万円の持ち出し
になるのかだけが心配だからです。我が加齢研

の負担額が増大しそうな案などもっての他で
す。どの猫面を下げて加齢研に戻り教授会で説
明，皆に納得してもらえましょう。しかしなが
らここは商議会，出席の委員は学問の研鑽を積
んでこられた立派な先生方ばかりです。部局損
得丸出しの弁は，浅はか猫であっても口に出す
のは憚りがあります。仕方がありません，猫と
いえども研究者の端くれです。医学分野におけ
る図書経費の特殊性につきニャンニャン鳴き立
て，加齢研の負担を少しでも回避できるよう，
議論をでっち上げることにしましょう。無学の
猫が偽装戦術に走る位ですから，学識深い先生
がより高等な戦術を駆使するのは勿論です。
　こうして部局を代表する委員同士が猫も混え
て丁々発止と議論をすれば，２時間打ち止めの
商議会で結論が出るはずもありません。商議会
の下に小委員会，それでも足りずにさらに下の
ワーキング�グループが作られていきます。エ
レベーターを降りながら，費やす会議の時間は
膨大です。でも，へこたれる訳には参りません。
何と言っても出身部局のエゴが，猫の肩にかか
っているのですから。そんなこんなを経ながら
もようやく意見の一致を見れば今度は，ワーキ
ング�グループから小委員会へ，小委員会から
本場所，商議会へとエレベーターを昇らねばな
らないのです。忙しすぎて狸，いえ猫寝入りで
きる暇などありません。
　そうか，お金の議論をするから“商”で，商
だから“商議会”なのだ，ようやく猫にも納得
がいった次第です。でもなあ，そんな理解で宜
しいのでしょうか。教養の無い猫は，漱石と聞
かされても「猫がどうした」の小説くらいしか
思い浮かびません。実力も無い猫には，和算と
聞かされても微積分など解けません。でもやっ
ぱり，お金の話よりかは文学�数学の方が大学
らしいかなあ。どれどれ猫も，もう１度キボコ
誌をゴミ箱から拾い出し，熟読玩味することに
致しましょう。

（文責 佐竹正延 さたけ�まさのぶ）
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連載「江戸の食文化」を巡る話題から（２）：江戸の庶民の食事情

�食卓から外食まで�

閲覧第一係　後 藤 敏 行　　　

はじめに
　平成��年度企画展「江戸の食文化」展示の
第２部（江戸庶民の食事）での内容を中心に，
庶民の食事情を紹介しましょう。
　まず，食に関する江戸の特徴を概観し，続い
て庶民の食卓の様子，さらに外食産業の発達に
ついて述べていきます。

��江戸の特徴
上方の優勢
江戸は長い間，食文化の後進地でした。もと
もと発達していた京都に加え，「天下の台所」
と称された大坂の発展が進み，����年前後に
は食文化で上方が江戸を圧倒します。優れたも
のは「下りもの」（上方から江戸に下ってきた
もの）と言われました。その対語が「下らない
もの」になります。

江戸前の味
それでも江戸時代中期以降，流通網の発達な
どの経済活性化によって，江戸の食文化は独自
の発展を始めます。人口が増えるにつれ，多く
の有機物が江戸湾に流入し，豊かになった海で
多くの魚介類が採れるようになりました（「江
戸前」）。それを材料として濃口醤油で味付けし
たところに，江戸の味が生まれました。鮨，天
麩羅，鰻の蒲焼き，佃煮などが，現在まで親し
まれています。

江戸わずらい
ところで江戸は，仙台や北越などから大量の
米が流入する大消費地であったため，各地に精
米のための水車小屋が建てられていました。精
白した米を貧乏人まで食し，上方のうどん文化
や地方の雑穀食と大きく異なっていました。白
米偏等の食事はビタミンＢ不足を招き，脚気に
かかる者も多かったようです。原因不明ながら
他の土地に移ると治ることから，「江戸わずら
い」と呼ばれていました。

��庶民の食卓
食卓風景
食事は�人ひとりが自分専用のお膳でとって

いました。ちゃぶ台などで家族が食卓を囲むよ
うになったのは明治期以降のことです。

坂田の町（山形県酒田市）の大問屋の食事風景
（井原西鶴『日本永代蔵』貞享５年より）

内容に目を向けると，明暦の大火（����年）
以降１日３食が広まり，主食・副食・味噌汁の
組み合わせが元禄年間（��		
����）に定着し
ます。しかし，おかずは僅かで､米が主なエネ
ルギー源でした。当時の成人男子は�日に平均
５合（����）の米を食べていた，とのことで
す。
米は白米が､元禄年間，庶民にも普及します。
麦飯も人気で，山芋をすった「とろろ」を合わ
せて食しました。凶作になれば，その他雑穀も
食べていたようです。



― 28 ―

東北大学附属図書館

朝昼夕の代表的メニュー
朝食：飯､味噌汁､漬物。納豆が加われば言うこ

と無し。（米は朝にまとめて炊き､飯びつに入れ，

昼も夜も食べる。）

昼食：冷や飯に朝の残りの味噌汁。あるいは，

江戸後期になると､屋台で外食の場合も。

夕食：飯（冷えているので､お茶漬けにする場

合も），焼き魚，野菜の煮物。

なお，納豆は､包丁で叩いて細かくし､豆腐や

菜っ葉を薬味とともに添えた「叩き納豆」が人

気でした。それを鍋に入れて�納豆汁�にして

食べたようです。

また，漬物は現代と同じくらい種類が豊富で

した。練馬大根で知られる練馬村の農家では､

１年分を漬けて宅配する産直サービスが存在し

ました。

漬物の作り方を記した本

（小田原屋主人『四季漬物塩嘉言』天保７年より）

�� 外食産業の発達
背景
江戸は世界的にみても，もっとも早くから外

食文化が発達した都市でした。主な理由には，

江戸が非常に男性の多い都市であったことが挙

げられます。

街は単身赴任の大名家臣団，一旗あげようと

やってきた者たち，近郊農村からの出稼ぎや無

宿人でにぎわいました。くわえて，火事の多い

都市であった江戸には，復興工事をおこなう大

工や左官，鳶などの職人や人足も多く集まって

いました。全国各地からやってきた男性たちが

手軽に食べられるものとして発達したのが，料

理屋や屋台，振売り（棒手振）などの外食産業

です。

そうしたなか生まれたのが，江戸前の�大料

理と呼ばれる，「蕎麦」「鮨」「天麩羅」「鰻の蒲

焼き」です。

蕎麦
蕎麦そのものは古くからありましたが，麺状

にして食べるようになったのは江戸時代の半ば

頃からです。江戸ッ子がもっとも好んだ料理で

あり，蕎麦屋は１，２町（１町は約����）ご

とに１軒あった，とも言われています。

鮨
現在のような「握り鮨」が登場したのは江戸

時代後半です。それ以前は，飯と魚を酢で発酵

させた「なれずし」でした。握り鮨には，鶏卵

焼�車海老�海老そぼろ�白魚�まぐろ�こは

だ�あなご�のり巻きなどがありました。

天麩羅
「天麩羅」はもともと南蛮料理として日本に

伝わったものでした。「天麩羅」の名前は戯作

者の山東京伝が名付けの親，という俗説もあり

ます。東京湾でとれた小魚が格好のタネで，車

海老�あなご�ぎんぽう�いか�はぜ�きす�

白魚�貝柱の天麩羅などがありました。天麩羅

は主に屋台で食べるもので，１つ４文という安

さでした。
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天麩羅の屋台。右の小僧は握り鮨を食べている

（山東京伝『江戸春一夜千両』天明６年より）

鰻の蒲焼き
元禄ころに上方で生まれた料理で，正徳

（���～����）ころに江戸に伝わりました。鰻

の背を開いて蒸すのは江戸独特の調理法です。

蒸すことで脂分が抜け，あっさりとした仕上が

りとなります。ちなみに，土用の丑の日に鰻を

食べると精がつくというのは，蘭学者の平賀源

内が不況の鰻屋のために提案した販売戦略だっ

た，と言われています。

鰻の蒲焼屋の店内

（山東京伝『唯心鬼打豆』寛政４年より）

４�まとめ
　以上，独自の食文化を江戸が発展させたこと，

白米を庶民も食していたこと，１日３食の習慣

や江戸の４大料理の普及，などをみてきました。

朝昼夕の代表的メニューは粗食であり，かつ，

バランスの取れたもののようにみえます。また，

発達した外食文化も，その内容は自然の素材を

活かした，健康的なものであると言えるのでは

ないでしょうか。

　現代は成人病予防の観点などから「食」への

関心が高まっています。もしかすると，望まし

い食生活のヒントが江戸の庶民の食事情から得

られるのかもしれません。

参考文献
��江戸遺跡研究会編�『江戸の食文化』�吉川弘

文館����	

	�大久保洋子�『江戸のファーストフード�町

人の食卓，将軍の食卓』�講談社����


��棚橋正博�村田祐司編著�『絵でよむ江戸の

くらし風俗大事典』�柏書房�	��

�松下幸子�『図説江戸料理事典』�柏書房�����

��渡邉信一郎�『江戸の庶民が拓いた食文化』�

三樹書房�����

��渡辺善次郎�『巨大都市江戸が和食をつくっ

た』�農村漁村文化協会���



（ごとう�としゆき）
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「平成17年度東北大学総長教育賞」を受賞

３月��日（金）の「平成��年度東北大学

学位記授与式」において、当館の「情報探索マ

ニュアル作成ワーキンググループ」の活動が

「東北大学総長教育賞」を受賞しました。

「東北大学総長教育賞」は、平成15年に制定

され、「東北大学の教育理念達成のため、教育

方法及び教育技術の向上を図り、優れた教育を

推進することを目的として、全学教育、学部専

門教育及び大学院教育における授業及びその支

援並びに課外活動、国際交流等における指導、

教育方法及びその支援等について優れた業績を

挙げた者や相違工夫に溢れる取り組みにより大

きな教育上の成果を挙げた者」を表彰する趣旨

が謳われています（「東北大学総長教育賞要項」

より抜粋）。

当館の活動はこのうちの全学教育授業に関す

る部分に該当し、東北大学の学生を対象とした

「東北大学生のための情報探索の基礎知識」と

いう冊子作成と配布を平成��年度から続けて

おり、平成��年度からはこの冊子をテキスト

とした全学教育科目を開講しています。

冊子は、大学生として基本的な学術情報の活

用方法を知り充実した学生生活を送ってもらう

ため、平成��年度も継続して新入生に一斉配

布を行っています。その他、各図書館、研究室

単位で行う講習会等でも利用され、学生への学

術情報活用に関する情報提供に大きな役割を果

たしています。

全学授業は、平成��年度で３年目を迎えま

す。主として一年生が受講しますが、卒論作成

を控えた３年生、４年生の受講も見受けられま

す。平成��年度に実施したアンケートでは、

この授業を受講した学生とそうでない学生の間

で、情報探索行動に違いが表れているというこ

とがわかりました。1)実習を多く盛り込んだ授

業は、実施する側にとっては準備が大変ですが、

このような形で効果が見られたことは非常に喜

ばしいことです。��年度は受講者の意見を反

映させ、より効果の高い手法を確立していきた

いと考えています。

この活動については、同じ平成��年度に

「国立大学図書館協会賞」も受賞しており、今

回の「東北大学総長教育賞」受賞と合わせ、学

内と学外の両方から高いご評価をいただいた形

となり、当館にとって望外の喜びとなりました。

最後になりましたが、当館の活動に対して日

頃からご理解、ご支援をいただいている学内外

の関係者の皆様に心より感謝申し上げます。今

回の受賞に恥じることのないよう、今後も図書

館として出来ることを全館体制で取り組んでい

きたいと思います。

（総務課）

参考文献

1)米澤誠. 検索エンジン主流時代だからこそ必

要な図書館利用者教育.「木這子」.	
����

�
��� ����� ����-��
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附 属 図 書 館 の 概 要

この概況は毎年実施される大学図書館実態調査のうち主な項目をとりまとめたものである。表１は平

成��年度～平成��年度の概況，表２は平成��年度部局別のものである。

表１
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表
２
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会　　　議

◎学　　内

��� �� �� 平成��年度第７回附属図書館運営

会議

�協議事項

１）東北大学附属図書館規程等の改正につ

いて

２）東北大学附属図書館等におけるハラス

メントの防止等に関する内規の制定につ

いて

３）東北大学附属図書館（本館）防犯カメ

ラ装置の運用及び管理に関する内規の整

備について

４）キャンパス間資料搬送サービスの整備

について

５）図書共通経費検討ワーキンググループ

からの答申について

６）その他

�報告事項

１）本館で発生した不祥事について

　　２）平成１７年度第１回貴重図書選定委員

会について

　　３）齋藤養之助家史料に関する懇談につい

て

　　４）国立情報学研究所における平成��年

度遡及入力事業について

５）その他

��� �� �� 平成��年度第８回附属図書館運営

会議

�協議事項

１）キャンパス間資料搬送サービスの整備

について

　　２）その他

�報告事項

１）附属図書館事務部長の内示について

　　２）総長教育賞候補者の内定について

３）図書共通経費検討ワーキンググループ

からの答申について

４）平成��年度第１回出張�研修報告会

について

５）電子ジャーナルの不正アクセスについ

て

　　６）附属図書館（本館）防災訓練について

７）図書資産の実査について

　　８）その他

��� �� �	 平成１７年度第９回附属図書館運営

会議

�協議事項

１）学術情報整備費の共通経費化について

２）キャンパス間資料搬送サービスの整備

について

　　３）平成��年度附属図書館自己点検�評

価について

　　４）平成�
年度概算要求事項について

　　５）平成��年度総長裁量経費の要求事項

について

６）その他

�報告事項

１）オンライン�レファレンス�システム

の運用について

　　２）東北大学附属図書館（本館）防犯カメ

ラ装置の運用及び管理に関する内規につ

いて

３）その他

��� �� �� 平成��年度第４回附属図書館商議会

�協議事項

１）東北大学附属図書館規程等の改正につ

いて

　　２）東北大学附属図書館等におけるハラス

メントの防止等に関する内規の制定につ

いて

３）東北大学附属図書館（本館）防犯カメ

ラ装置の運用及び管理に関する内規の整

備について

４）図書共通経費検討ワーキンググループ
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からの答申について

５）その他

�報告事項

１）本館で発生した不祥事について

　　２）平成��年度第１回貴重図書選定委員

会について

　　３）齋藤養之助家史料に関する懇談について

　　４）国立情報学研究所における平成��年

度遡及入力事業について

５）各分館からの報告について

６）その他

��� �� �� 平成��年度第５回附属図書館商議会

�協議事項

１）キャンパス間資料搬送サービスの整備

について

２）学術情報整備費の共通経費化について

　　３）平成��年度附属図書館自己点検�評

価について

　　４）東北大学附属図書館（本館）防犯カメ

ラ装置の運用及び管理に関する内規の制

定について

５）平成��年度概算要求事項について

　　６）平成��年度総長裁量経費の要求事項

について

７）その他

�報告事項

１）附属図書館運営会議（第６回～第９回

について）

２）オンライン�レファレンス�システム

の運用について

　　３）避難訓練の実施について

４）その他
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人　　事　　異　　動
平成18年３月31日現在

発令年月日 旧　　　官　　　職氏　　　名新　　　官　　　職 備　考

��� �� � 医学分館整理係事務補佐員 阿 部 ユ カ 採用

��� �� � 附属図書館事務部長 北 村 明 久 長崎大学図書館部長 　〃　

��� ���� 佐 藤 正 弘 附属図書館情報管理課長 勧奨退職

　〃　 早 坂 幸 子 工学分館管理係 定年退職

　〃　 沼 澤 千 晴 電気通信研究所総務課図書係事務

補佐員

任期満了
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編　　集　　後　　記

　平成��年１月より図書館システムが更新さ

れました。オンライン目録の画面が一新される

とともに，あらたに�� ���	
	�というサービ

スがはじまりました。�� ���	
	�は学内限定

のサービスですが，従来の貸出予約，文献複写

�借用申込み，図書リクエストなどの各種オン

ラインサービスを統一的に利用でき，これから，

あたらしい機能も順次追加されていく予定で

す。研究に学習に，みなさまのご活用を心より

おまちしております。

　さて，今年度も本誌へ数多くの方々からご寄

稿いただき，まことにありがとうございました。

連載記事も充実しつつあり，よりいっそう親し

まれ，愛される館報を目指して努めていく所存

です。来年度もまたさらなるご愛読のほど，よ

ろしくお願い申しあげます。（Ｋ）

　　東北大学附属図書館報「木這子」　第30巻第４号（通巻113号）発行日　平成18年３月31日

　　発　行　人　北村　明久　　広報委員長　諏訪田　義美

　　発　行　所　東北大学附属図書館　〒980‐8576 仙台市青葉区川内27－1　電話 ���‐��‐����� ���　���‐��‐����

　��� ��������������	
	������� �
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